
川崎地名研究会 40 周年記念事業 

川崎地名研究会 40 年の歩み ―地名を通して、市民と共に― 

 川崎地名研究会が発足して 40 年目となります。地名のメッカといわれた日本地名研究所

のある川崎市で共に歩んできました。機会あるごとに、地名を中心とした講演会や町歩きを

実施してきましたが、今回は皆様への感謝の気持ちをお伝えする場として、企画をしていま

す。その一つとして、「公開連続講演会」を実施します。興味のあるテーマを準備しました。

ぜひご参加ください。 

公 開 連 続 講 演 会 
第 1回 6月 10日（土） 会場 東海道かわさき宿交流館 4Ｆ 多目的ホール 

    テーマ 「東海道川崎宿 吉宗と三角おむすび」 講師 菊地恒雄 

        今年は川崎宿が誕生して 400年になります。川崎宿と 8代将軍吉宗との関係や三

角おむすびの縁などを、江戸時代の資料などから紹介します。川崎宿の 4つの町の

いわれも紹介します。 

第 2回 7月 7日（金） 会場 川崎市生活文化会館（てくのかわさき） 2Ｆ ホール 

    テーマ 「二ヶ領用水川崎堀七堰の取水堰の変遷」 講師 菊地恒雄 

        二ヶ領用水は現在のような真っすぐな流れではありませんでした。そのため、七

堰の取水堰はそのつど、場所が移っていました。意外なところに、旧取水堰の跡が。

知って訪ねてみませんか。 

第 3回 9月 9日（土） 会場 川崎市生活文化会館（てくのかわさき） 2Ｆ ホール 

    テーマ 「塚の地名 高津・宮前の塚地名」 講師 東原信行 

        高津区や宮前区に何で塚の付く地名が多いのか、考えたことがありますか。 

       二子は二子塚、長尾に五所塚もある。大山街道には大塚が、皆さんいくつ探せまし

たか。そのような塚と地名の関係を考古学の観点で掘り下げます。 

第 4回 10月 14日（土） 会場 川崎市生活文化会館（てくのかわさき） 2Ｆ ホール 

    テーマ 「かわさきの民間信仰と村」 講師 小倉美惠子 

        変わりゆく川崎の町。その中で現在も引き継がれる民間信仰について、『オオカミ

の護符』の著者 小倉惠美子さんの体験や調査の中から、村の姿を再現してもらい、

考える場としたいです。 

※ 時間 14時～16時  受付は 13時 30分   ※ 定員 40名 先着順   

※ 参加には各回 300円の資料代がかかります。4回すべてを参加する場合と単独での参加も可能で

す。実施日・曜日・会場が違いますので、確認して申し込んでください。(裏面に記載) 

 主催 川崎地名研究会  共催 川崎市生活文化会館（てくのかわさき） 

後援 川崎市・日本地名研究所・東海道かわさき宿交流館 

 



 

申込方法 

① 郵送による申込  下記の申込用紙に記入して、日本地名研究所内川崎地名研究会へ送付 

② FAXによる申込   下記の申込用紙に記入して 日本地名研究所内川崎地名研究会へ 

FAXする(044－812-1191) 

③ メールによる申込 日本地名研究所ホームページ 問合せフォームに必要事項を記入して 送信 

          http//chimei@people.co.jp 

川崎地名研究会で受理した方に、ハガキで確認内容を記載したものを送ります。当日、ハガキを持参し

て、受付で資料代 300円を支払ってください。 

都合で欠席される場合は、可能な限りお知らせいただくと、ありがたいです。 

 

第一次締め切り 令和 5年 5月末としますが、会期が 10月までに及びますので、問い合わせは受付けま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込先・問合せ 日本地名研究所内 川崎地名研究会 事務局 菊地恒雄 

              〒213-0001 川崎市高津区溝口 1－6－10 川崎市生活文化会館４Ｆ 

TEL 044－812-1106  FAX 044－812-1191  

E-mail:chimeiken@chimei.people.co.jp  

 

川崎地名研究会 公開連続講演会 参加申込書 
ふりがな 

氏 名 

 男性 

女性 
参加希望欄に〇をつける 

         

郵便番号 

住 所 

〒    4回すべて参加 

第 1回 6月 10日(土) 

第 2回 7月 7日(金) 

電話  第 3回 9月 9日(土) 

メール  第 4回 10月 14日(土) 

 

 


